
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

二
月
の
公
園
整
備
は
一
日
（
日
）
で
す
。

落
ち
葉
収
集
、
園
内
外
の
清
掃
、
施
肥
、

潅
水
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。 

○ 

二
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
四
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
二
日
（
日
）
で
す
。 

自
治
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
十
八
名

の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
自
治
会
員
に
限
ら
ず
ど

な
た
で
も
入
会
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 
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新年を迎え賑やかな葉ボタン！ 

一
月
十
二
日
（
祝
）
青
空
の
向
こ
う
に
雪
を

か
ぶ
っ
た
富
士
山
が
綺
麗
に
見
え
た
朝
、 

十
四
名
の
会
員
の
参
加
に
よ
り
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
は
砂
場
や
花
壇
周
囲
に
大
量

に
積
も
っ
た
落
ち
葉
の
収
集
や
昨
年
末
に
播

種
を
し
、
発
芽
が
始
ま
っ
た
ネ
モ
フ
ィ
ラ
や

菜
花
に
液
肥
を
散
布
、
寒
さ
の
中
で
も
元
気

に
育
っ
た
葉
ボ
タ
ン
、
ノ
ー
ス
ポ
ー
ル
、
パ
ン

ジ
ー
へ
の
潅
水
な
ど
を
手
分
け
を
し
て
進
め

ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
は
正
月
中
の
ご
家

族
の
様
子
な
ど
楽
し
い
話
に
花
が
咲
き
、
今

年
も
引
き
続
き
愛
護
会
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
た
い
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

餅つきは初めての体験！ 

晩秋のナンテン！ 
 

公
園
整
備
！ 

ど
ん
ど
焼
き
！ 

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

『
ナ
ン
テ
ン
（
南
天
）』 

関
東
以
西
の
日
当
た
り
の
良
い
疎
林
に

自
生
し
て
い
る
が
、
広
く
庭
木
と
し
て
栽

植
さ
れ
て
い
る
常
緑
灌
木
。
ナ
ン
テ
ン
は

「
難
を
転
じ
る
」
と
し
て
鬼
門
の
方
向
に 

植
え
る
習
慣
が
あ
る
。
夏
、
茎
頂
か
ら
伸

び
た
花
軸
に
小
黄
色
花
を
円
錐
状
に
つ
け

る
。
秋
が
深
ま
る
と
真
っ
赤
な
丸
い
美
し

い
実
を
つ
け
る
。
ナ
ン
テ
ン
の
実
は
咳
止

め
の
効
果
が
あ
る
と
し
て
、
薬
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
は
防
虫
防
腐
作
用

が
あ
る
の
で
、
配
り
も
の
や
贈
答
に
す
る

魚
や
赤
飯
の
上
に
ナ
ン
テ
ン
の
葉
を
の
せ

る
習
慣
が
あ
る
。
た
だ
し
、
口
に
は
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
神
明
原
公

園
の
砂
場
の
近
く
に
一
株
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

一
月
十
日
（
土
）
暖
か
い
朝
を
迎
え
、
高

松
二
丁
目
自
治
会
の
主
催
で
毎
年
恒
例
の

「
ど
ん
ど
焼
き
」
を
神
明
原
公
園
に
て
行
い

ま
し
た
。
新
し
い
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
な

が
ら
、
正
月
飾
り
や
破
魔
矢
を
焼
き
、
集
会

所
前
で
は
綺
麗
に
咲
い
た
花
壇
の
パ
ン
ジ

ー
を
眺
め
な
が
ら
交
代
で
餅
つ
き
を
行
い
、

公
園
愛
護
会
員
の
皆
様
の
お
手
伝
い
も
あ

り
、
お
汁
粉
や
、
き
な
粉
餅
な
ど
を
作
り 

美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！ 

 


